
広報

小学1年生から79歳の高齢者まで約1000人

が参加した大村さくらマラソン大会。 (

チビッゴたちは元気一杯スタート。でも、

だんだん苦しくなって、もう歩きたいなー・ーと

思っていると、お父さん、お母さんの戸援が。

よし、最後までガンバルぞ/

また、今回は、世界のマラソンの女王、ロ

ザ・モタ選手 (ポル トガル〉から、クリスタ

ル製のトロフィーが贈られ、新たにロザ ・モ

タ貫が設けられました。

※成績は13ページに掲載しています。

ー四つの青春は世界を見た (天正少年帰国400年祭

..2'""'-'3ページ〉
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ローマヘ、ひたすらローマヘ。 そこに輝く未来があると信じて

日本ミュージカル界の第1線で活躍する豪華キャス卜による4少年の青春ドラ

マをじっくりとお楽しみください。

作 ・監督二山崎正和 演出二遠藤宣彦 音楽監醤ニボブ佐久間

7月25日(水)-..-2 9日(日〉

大村市民

とき
ぐ)

館AQE 
午後2時30分~
午後6時30分~

ところ

思
二
佼

7月25日同 26日同 27日(劃 28日(土) 298 (日)
ひる O O 
14 3ト 子ども観賞日 子ども観覧日

よる O O O O O 
18. 3D̂' |紛 子揮のみの入場はできません |

※一般 ・ 高校の人は全日時有郊ですが、なるべく 28~29日の夜の部
にご入場ください。

3，500円〉

2，500円〉
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1，500円 (当日

券

券

券

¥
生

ち

ノ
校
、
ど

大

一晶

子

入揚料

天正少年使節帰国400年記念事業推進協議会事務局
欣)盟③4111 内線(378・379) (画担②1942

申し込み・問い合わせ

天
正
少
年
帰
国
4
0
0
年
祭
ま
で
あ
と
卯
日

4
少
年
の
勇
気

歴
史
を
誇
り
に

い
ま

市
民
総
意
の
ま
ち
づ
く
り

大
村
の
新
し
い
顔
づ
く
り

学
ぼ
う

希
望
の
未
来
を
拓
く
た
め

伝
え
よ
う

後
世
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て
世
界
へ
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指揮

古橋富士雄
ピアノ

斎木ユリ

-午前10時"-'12時
.午後1時"-'3時

とき 7月22日(白)
ところ大村市民会館

入場無料 -疋だし、整理券が必要です。
天
正
仰
年
記
念
一

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

日
時

7
月
8
日
同

(
雨
天
順
延
)

内
容

各
種
ゲ
l
ム
を
行
い
、
総
合
得
点

を
競
い
ま
す

コ
ー
ス

大
村
l
西
海
町
往
復

費
用

1
人
1
0
0
0
円

資
格

却
∞
以
下
は
不
可

定
員

別
人

(ω
組
)

賞

市
長
賞

・
特
別
賞
な
ど
多
数

申
込
方
法

2
人
(
台
)

1
組
で
チ
l
ム

を
作
り
、

6
月
初
日
出
ま
で
に
参
加
申
込

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

参
加
申
込
書
は
、
ま
ち
ο

つ
く
り
推
進
室
、

市
内
バ

イ
ク
取
扱
い
庖
こ
あ
り
ま
す
。

NHK東京放送児童合唱団
大村力トレ7フコ ラス
大村少年合唱団

古橋富士雄CNHK東京放送兜童合唱団常任指揮者〉
佐藤皇子・蓮本まゆみ(大村力トレアコーラス)

赤沼明子(大村少年合唱団〉

斎木ユリ(同児童合唱団客演ピア二スト〉

春田亜紀子(大村力トレアコーラス〉
春田亜紀子(大村少年合唱団〉

問い合わせ 帰国400年記念事業推進協議会事務局

〔出演〕

〔ピアノ)

〔指揮〕
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4 
月兵
17庫
日県
、伊"、

姉丹2
妹市
都と
市大
を村
提市
携が
以昭
来和
ち 55
よ年

大
村
市
と
本
市
が
、
昭
和
田
年
4
月
に

姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん
で
、
早
、
山
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
の
活
発
な
市
民

文
化

・
経
済
交
流
に
思
い
を
馳
せ
、
今
、

大村市長
まつもと たかし

松 本崇

昭
和
田
年
4
月
打
目
、
姉
妹
都
市
提
携

以
来
、
今
年
は
、
ち
ょ
う
ど
叩
年
目
に
あ

た
り
ま
す
が
、
こ
の
意
義
あ
る
年
に
大
村

で
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま
す
こ
と
は
、

誠
に
感
銘
深
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
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・・・・・E

う
ど
叩
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
記

念
し
6
月
9
日
、
市
コ
ミ
セ
ン
で
姉
妹
都

市
提
携
叩
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

伊
丹
市
か
ら
は
、
矢
埜
輿
一
市
長
を
は

じ
め
、
吉
岡
谷
伊
丹
市
姉
妹
都
市
協
会
長
が

来
大
、
そ
し
て
、
式
典
を
飾
っ
て
い
た
だ

ひ
と
し
お
の
喜
び
に
浸
っ
て
お
り
ま
す
。

大
村
市
と
の
関
係
は
、
歴
史
的
に
も
幻

代
大
村
藩
主
純
信
公
が
、
伊
丹
城
主
藤
原

勝
長
公
の
息
女
を
妻
と
し
て
迎
え
た
約
3

5
0
年
前
か
ら
続
い
て
お
り
、
臨
空
都
市

と
し
て
も
共
通
し
て
い
ま
す
。

大
村
市
が
幻
世
紀
に
向
け
て
さ
ら
な
る

発
展
を
遂
げ
、
今
後
と
も
両
市
の
関
係
が
、

深
い
き
ず
な
の
も
と
に
醸
成
さ
れ
ん
こ
と

を
祈
念
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

伊
丹
市
と
は
、
長
い
歴
史
的
関
係
の
も

と
に
両
市
が
互
い
に
協
力
し
、
教
育
文
化
・

産
業
経
済
交
流
に
よ
っ
て
友
好
親
善
を
深

め
る
な
ど
、
姉
妹
都
市
の
所
期
の
目
的
が

達
成
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
皆
様
方
の
真

心
こ
も
る
ご
支
援
の
賜
と
心
か
ら
敬
意
を

表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
契
機
に
、
両
市
が
継
続
的
に
交

流
活
動
が
推
進
さ
れ
有
形
無
形
の
刺
激
的

効
果
の
波
及
す
る
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
、

お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

く
の
は
伊
丹
太
鼓
、
カ
ナ
リ
ヤ
エ
コ
ー

の
皆
さ
ん
。
ま
た
、
伊
丹
市
と
姉
妹
都
市

関
係
に
あ
る
島
根
県
頓
原
町
か
ら
出
雲
神

楽
も
友
情
出
演
の
予
定
で
す
。

な
お
、
伊
丹
太
鼓
、
出
雲
神
楽
は
6
月

叩
目
、
大
村
公
園
の
花
し
よ
う
ぶ
祭
に
も

出
演
し
友
情
を
深
め
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

③
百

人
口

1
8
7
0
0
0
人
、
な
だ
ら
か
な

丘
陵
地
帯
に
あ
り
、
大
阪
府
と
接
す
る
市

の
東
端
に
大
阪
国
際
空
港
が
あ
り
ま
す
。
一

面
積
は
、
大
村
の
約
5
分
の
l
の
お
同

で
す
が
、
先
端
技
術
産
業
の
立
地
が
相
次

ぐ
近
代
都
市
と
し
て
発
展
し
て
い
ま
す
。

丹

市

関
西
屈
指
の
野
鳥
の
楽
園
と
し
て
知
ら
れ

る
「
毘
組
公
園
」
。大
村
公
園
に
い
る
コ
ブ

白
鳥
は
、
こ
こ
か
ら
贈
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

|県央組合 |

松本市長(右)、ミス大村の下回香

さんにより除幕されたブロンズ
像「陽光J ('X・琴平岳震望所)

昭
和
白
年
度
よ
り
着
手
さ
れ

て
い
る
琴
平
岳
展
望
所
整
備
事

業
。
こ
の
第
1
期
工
事
の

1
つ

で
も
あ
る
新
駐
車
場
の
落
成
式

及
び
、
ブ
ロ
ン
ズ
像
「
陽
光
」

(
桶
本
寿
氏
作

・
県
立
諌
早
東

高
教
諭
)
の
除
幕
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
後
、
散
策
路
な
ど
の
整
備

も
進
め
ら
れ
る
予
定
で
、
自
然

と
親
し
む
公
園
と
し
て
期
待
が

か
か
り
ま
す
。

4-

「魅力ある・健康で ・住みよい -豊

かなまちづくり 」を推進するため、市

政懇談会を開きます。

多数の参加をお待ちしています。

期日・場所 日程表のとおりです。

今
回
の
改
正
で
、
各
{
一
家
庭
や
事
業
所
な

ど
で
規
定
数
量
の
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど

を
貯
蔵
ま
た
は
取
り
扱
う
場
合
の
、
そ
の

技
術
基
準
が
厳
し
く
ま
た
は
、
届
け
出
が

必
要
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
外
、
新
た
に
指
定
可
燃
物
が
規
定

7
n
b実
像
が
完
成

=皆さんの意見ガ反映されます二

市政懇談会日程表

地区 月 日 場所 J
西大村 6月28日同 中地区公民館

竹中公 6月29日幽 竹松出張所

大村 7月2日(月) 市コミセン

萱瀬 7月4日(水) 萱瀬出張所

福重 7月6日幽 福重出張所

松原 7月9日(月) 松原出張所

鈴田 7月11日(水)鈴田出張所

三浦 7月13日幽 三浦出張所

※時間 午後 1時30分-4時まで

円
時
間
条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

さ
れ
た
り
、
従
来
一
定
で
あ
っ
た
検
査
手

数
料
が
、
タ
ン
ク
の
容
量
や
検
査
方
法
に

よ
り
分
け
ら
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

こ
の
条
例
は
、

5
月
お
日
よ
り
施
行
さ

れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
大
村
消
防
署

(宮
②
4
1
3
8
)

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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着
工
巨
大
き
〈
諭
遵

一二三
一一萱
瀬
ダ
ム
再
開
発
事
業
用
地
買
収
で
調
印
一一
二
三一一一

4k司?ι? 電
w 岨・ も .:;-司司

【国民年金】

田畑などの用地買収交渉が合意に達し固い握手を交す、
右から松本大村市長、久保ダム交渉委員長、高田知事、
本島長崎市長 (4/11.農協会館〉

県ガ進めている、萱瀬ダム再開発事業〈かさ上げ〉

に伴う用地買収受渉ガ地元地権者との閏で合意に達

し4月竹目、市農協会館で協定調印式ガ行われ、同
事業着工の第?歩となりましだ。

h
H
d

h
M
d

h
H
'

A
リ
'

h
げ

'

h
リ
'

保
険
料
の
納
付
は
口
座
振
替
で
ガ

共
稼
ぎ
の
人

商
売
・
事
業
な
ど
で
忙
し
い
人

留
守
(
不
在
)
が
ち
な
人

忙
し
い
毎
日
、
わ
ざ
わ
ざ
金
融
機
関
な

今
回
合
意
さ
れ
た
の
は
、
田
畑
、
山
林
、

原
野
の
部
分
で
、
宅
地

・
建
物
の
移
転
補

償
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
交
渉
が
進
め
ら

れ
ま
す
。
調
印
式
に
は
、
高
田
知
事
、
同
ダ
ム
交

渉
委
員
会
の
久
保
委
員
長
や
松
本
大
村
市

長
、
本
島
長
崎
市
長
な
ど
約
刊
人
が
出
席
。

知
事
、
久
保
委
員
長
、
両
市
長
に
よ
り
協

定
書
へ
の
署
名
、
押
印
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

萱
瀬
ダ
ム
は
、
治
水
、

利
水
の
多
目
的

ダ
ム
で
、
昭
和
幻
年
に
完
成
。
そ
の
後
、

台
風
時
な
ど
に
何
度
か
設
計
雨
量
を
超
え
、

治
水
ダ
ム
と
し
て
の
危
険
性
が
あ
る
こ
と

や
大
村
の
水
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
昭

和
弘
年
拡
張
計
画
が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。

計
画
で
は
、
堤
防
を
比

・
5
Mか
さ
上

げ
、
貯
水
量
を
2
・
お
倍
の
6
8
1
万
トン
、

取
水
量
2
万
7
千
ト
ン
(
現
行
1
万
2
千
ト
ン
)

こ
の
外
、
長
崎
市
の
取
水
は
現
行
ど
お
り

1
万
2
千
J
の
予
定
で
す
。

こ
の
事
業
に
伴
う
関
係
地
権
者
は
臼
人
、

こ
の
う
ち
、
家
屋
ロ
戸
、
黒
木
小
、
公
民

館
、
消
防
分
署
、
そ
の
外
田
畑
な
ど
水
没

総
面
積
お
お
で
す
。

あ
な
た
の
預
金
口
座
の
あ
る
市
役
所
指

定
の
金
融
機
関
へ
納
付
書
、

預
金
通
帳
、

印
か
ん
を
お
持
ち
の
う
え
「
口
座
振
替
依

頼
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

。
預
金
残
高
・
・
・口
座
の
預
金
が
不
足
し
て

い
ま
す
と
振
替
が
で
き
ま
せ
ん
。

。
転
出
や
取
引
金
融
機
関
の
変
更
な
ど
で

振
替
の
口
座
が
な
く
な
っ
た
り
、
変
わ

っ

た
場
合
は
、
必
ず
口
座
振
替
解
約

・
変
更

の
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

春の叙勲

(玖島 2丁目 ・70

砂大村は3氏が受章司

平成 2年春の叙勲と賜杯の受章者

が発表さ れ、大村からは次の 3人の

方が受章されました。おめでとうご

ざいます。

。勲四等瑞宝章

松尾賢ーさん

歳)

元公立高校長

。勲六等単光旭日章

坂本圧三さん(乾馬場町・72歳)

県美容業環境衛生同業組合副理事

長

。勲七等青色桐葉章

株元忠さん(沖田町 ・72歳)

元県警部補

農
業
用
水
路

・
排
水
路
の
汚
濁
、
河
川

や
海
な
ど
の
水
質
悪
化
が
す
す
む
な
か、

大
村
市
で
は
、
今
年
度
よ
り
県
内
で
初
め

て
の
「
農
業
集
落
排
水
事
業
」
に
着
手
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

下
変1<11 

居罷

業
集-p

5さる
杢れ
玉、p
量移
手

11 

周
友1<

こ
の
事
業
は
、
公
共
下
水
道
が
な
い
農

業
振
興
地
域
内
を
対
象
に
、
し
尿
・台
所
・

風
呂
場
な
ど
の
生
活
雑
排
水
や
汚
泥
、
雨

水
な
ど
の
排
水
処
理
施
設
を
整
備
し
、
生

活
雑
排
水
の
河
川

・
用
水
路
へ
の
流
出
防

止
、
大
村
湾
汚
濁
防
止
、
農
村
家
庭
の
生

活
環
境
の
向
上
な
ど
を
図
り
ま
す
。

対
象
は
、
萱
瀬
、
菅
一
瀬
下
、
鈴
田
上
、

鈴
田
下
、

今
村、

今
富
、
皆
問
、
武
留
路

の
8
地
区
の
1
3
5
0
戸
(6
1
4
0
人
)

で
、
順
次
事
業
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

関
係
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
自
己
負
担
金

(
公
共
下
水
道
並
み
)
や
ト
イ
レ
の
改
造

な
ど
で
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
り
し
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
各
家
庭
へ
の
配
管
、
ト
イ
レ
改

造
な
ど
に
要
す
る
費
用
の
融
資
制
度
も
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
耕
地
課
で
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。
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ど
へ
お
出
か
け
に
な
る
の
も
大
変
で
す
。

ま
た
、
つ
い
う
っ
か
り
し
て
納
期
限
を
忘

れ
、
気
が
つ
い
た
ら
未
納
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
そ
ん
な
手
間
や
忘
れ
を
口
座
振

替
が
解
消
し
ま
す
。

申
し
込
み
手
続
き
は



...自然を美しく、愛せる町に
C% .大村公園付近〉

市内一斉に行われた「空缶回収キャン

ペ ン」。今回集まった可燃物や、空缶な
どの不燃物は、 合わせて4t。
皆さんのご協力で、町並みちすっかり

美しくなりました。

大変ご苦労さまでした。

企親睦を深める子ども会
(話 ・市営陸よ競技場〉

子ども会員及び育成会員から36団体、
3000人が参加した第30回子ども大会。
特に今回は、 30回記念と天正少年帰国
400年事業の一環として行われました。
この大会は、子ども相互の親睦を図り、

今後の活動を活発イじさせようというのが

目的。

参加者は、リレーやゲームなどを楽し

みながら、おEいの交流を深めました。

h
p
安
全
を
祈
り
ま
す
(
u
a
・
黒
木
パ
ス
終
点
広
場
)

い
よ
い
よ
山
登
り
の
シ
ー
ズ
ン
。
山
そ
し
て

自
然
を
愛
す
る
人
た
ち
の
安
全
を
祈
っ
て

4
月

2
日
、
多
良
山
系
山
開
き
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
大
村
山
岳
会
(
池
野
和
義
会
長
)

や
地
元
代
表
、
前
田
助
役
な
ど
約
刊
人
が
出
席
。

シ
ー
ズ
ン
中
の
無
事
故
な
ど
を
祈
願
し
ま
し
た
。

4

司
地
域
活
性
化
を
図
っ
て

(一
%
1
5
・
野
岳
湖
付
近
〉

松
原
地
域
の
農
業
振
興
、
地
場
産
業
の
活
性

化
を
目
指
し
た
野
岳
新
茶
ま
つ
り
が

5
月
3
日

か
ら

3
日
間
、
野
岳
湖
付
近
特
設
会
場
で
聞
か

れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
新
茶
や
松
原
い
ち
ご
、
つ
け
も

の
、
把
木
な
ど
の
農
産
品
や
松
原
鎌

・
包
丁
な

ど
が
展
示
即
売
さ
れ
、
多
く
の
人
た
ち
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。
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4

司
体
力
と
精
神
力
で
刊
時
間
/

(
%
・
多
良
連
山
)

雄
大
な
山
並
み
を
誇
る
多
良
連
山
に
挑
戦
す

る
「
多
良
火
山
火
口
壁
ウ
ォ
!
ク
ラ
リ
l
」
。

百
歳
を
最
高
齢
に
市
内
外
か
ら
お
人
が
参
加
。

7
時
間
、

9
時
間
、

什
時
間
の
そ
れ
ぞ
れ
の

コ

ー
ス
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

や
さ
し
く
見
つ
め
る
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
を
横
に
、

一
歩

一
歩
、
体
力
と
精
神
力
で
登
山
。
多
良
山

頂
か
ら
の
眺
め
は
「
絶
景
か
な
絶
景
か
な
ピ
。



農業委員会費員選挙

7月15日(日)

〈午前7時~午後6時〉

7月8日(日〉

投票日

告示日

広報おおむら平成 2年 6月号

任
期
満
了
に
よ
る
農
業
委
員
会
委
員
選

挙
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

こ
の
選
挙
は
、
農
家
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
農
地
事
情
の
改
善
、
農
業
経
営
の
合
理

化
、
農
業
振
興
の
推
進
な
ど
、
農
家
の
皆

さ
ん
の
地
位
向
上
に
寄
与
す
る
委
員
を
選

ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。

。
立
候
補
予
定
者
説
明
会

今
回
の
農
業
委
員
選
挙
に
立
候
補
を
予

定
さ
れ
て
い
る
人
及
び
関
係
者
に
対
し
、

次
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

7
月
3
日
関
、
午
後
1
時
却
分

場
所

市
役
所
第
5
会
議
室

立
候
補
届
出
用
紙
な
ど
は
、
当
日
お
渡

し
し
ま
す
。

な
お
、
投
票
に
関
す
る
詳
し
い
こ
と
は

次
回
7
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

(
大
村
市
選
挙
管
理
委
員
会
)

障を4
受
給
中
の
皆
さ
ん

現
況
眉
を
⑤
月
中
に
ノ

児
童
手
当
並
び
に
、
持
例
給
付
の
支
給

を
受
け
て
い
る
人
は
、

6
月
中
に
現
況
届

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
け
は
、
受
給
者
の
前
年
分
の
所

得
や
養
育
な
ど
に
つ
い
て
、

6
月
1
日
現

S
し
旅
博
号
に
無
料
ご
招
待
/

遊
び
ご
こ
ろ
い
っ
ぱ
い
の
ウ
エ
ス
タ
ン

S
L列
車
が
長
崎
を
走
り
ま
す。

期
間

8
月
1
日
附

1
5日
制

区

間

長

崎
{
)
諌
早
(
)
大
村

1
早
岐

募
集
人
員

1
0
0
0
人

(
5
0
0
組
)

対

象

県

内

に
住
ん
で
い
る
人

応
募
方
法

ハ
ガ
キ
に
、
住
所
・
氏
名

・

年
齢

・
電
話
番
号

・
乗
車
希
望
の
日

・
区

間
を
書
い
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
ペ
ア

(
2
名
分
)
の
乗
車
券
を
送
り
ま
す
。

例
8
月
3
日

②
長
崎
!
大
村
希
望

応
募
先

長
崎
「
旅
」
博
推
進
事
務
局
「
S

L
」
係
(
干
制
長
崎
市
江
戸
町
2
1
U
E

長
崎
⑧
0
4
8
6
)

乗
車
区
間

①
長
崎

(
8
二
位
発

)
1諌

早
②
長
崎

(
8
一
一
位
発

)
1
大
村
③
長
崎

(
8
二
位
発

)
1早
岐
④
諌
早

(
9
一
お

発

)
1大
村
⑤
諌
早
(
日
比
一
日
発

)
i長

崎
⑥
大
村

(
9
一
弘
発

)
i早
岐
⑦
大
村

(
M
一
一
山
発
)
(
)
長
崎
⑧
大
村
(
日

一
旧

発

)
1諌
早
⑨
早
岐
(
ロ
一
日
発
)
(
)
大

村
⑩
早
岐
(
ロ
一
日
発

)
1長
崎

日

叩

分

凶

分

総

分

※
長
崎
付
諌
早
川
大
村
口

早
岐

日出

分

日

分

日

分

締
め
切
り

6
月
刊
初
日
∞

注:・
・
l
枚
の
ハ
ガ
キ
で
1
希
望
の
み
・

片
道
だ
け
の
乗
車
券
で
す
・
す
べ
て
座
席

指
定
で
す
の
で
、
幼
児
の
場
合
も
乗
車
券

が
必
要
で
す
。

在
の
状
況
を
確
認
し
、
引
き
続
き
手
当
の

支
給
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
か
ど
う
か

を
判
断
す
る
大
事
な
手
続
き
で
す
。

も
し
、
こ
の
届
け
を
忘
れ
る
と
、

6
月

以
降
の
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
せ

ん
の
で
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

持
っ
て
く
る
も
の
・
印
鑑
・
児
童
手
当

現
況
届
(
受
給
中
の
人
に
は
、

5
月
末
頃

郵
送
し
ま
す
)
・
厚
生
年
金
(
国
民
年
金
を

除
く
)
の
加
入
者
は
、
事
業
主
発
行
の
年

金
加
入
証
明
書

・
児
童
が
他
市
町
村
に
い

る
場
合
は
、
住
民
票
の
写
し
お
よ
び
、
監

護
申
し
立
て
書
・
今
年
1
月
2
日
以
降
に

田植え賃金恕ど決まる

農業委員会では、春の農作業の標準賃金を次のよ

うに決めました。なお、この表は標準ですので、立

地条件によって多少の違いがあります。

問い合わせ 農業委員会

転
入
さ
れ
た
人
は
、
平
成
2
年
度
(
平
成

元
年
1
月
か
ら
ロ
月
分
)
児
童
手
当
用
所

得
証
明
書
(
今
年
1
月
1
日
に
居
住
し
て

い
た
市
町
村
で
発
行
し
ま
す
)

提
出
・
問
い
合
わ
せ

市
民
課
記
録
係

な
お
、
別
表
の
日
程
で
、
各
出
張
所
で

も
、
現
況
届
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

手呈

月 日 場 月庁

6月12日 三浦・鈴田・萱瀬出張所

6月13日 福重 ・松原出張所

6月14日 竹松出張所

6月15日 西大村出張所

一時間

日

午前 9時~午後 4時

イ寸;r:J7. 
:.x.; 

作 業 別 早 位 標準金額

田植 え 食事っき 1日当たり 4，000円

(男女とも) 食事なし 万 4，500円

田植え機械による田植え
10アーノレ 6，000円"-'6，500円当たり

春田起こし JJ 6 ， 000円~6 ， 500円

賃耕料 植代かき JJ 4 ， 500円~5 ， 000円

畑の耕うん !J 4 ， 000円~5 ， 000円

ノてインダー JJ 4 ， 000円~6 ， 000円
麦刈 り

[コンバイン JJ 6 ， 000円~8 ， 000円

-7  



ます11

①いま活動しているクラブ、

-サクル名

②入会した動機など

③現在の活動状況など

④今後の抱負など

畠
中
恒
一
郎
さ
ん

(臼
歳
・
久
原
1
丁
目
)
公
務
員

内容

永
池
知
子
さ
ん

(幻
歳

・
大
里
町
)
農
業

¥ 
¥ 

①
久
原
ク
ラ
ブ

(
壮
年
ス
ロ

l
ピ
ッ
チ
ソ
フ
ト
)

②
歳
を
と
る
ご
と
に
、
健
康
に
は
気
を
使
う
よ

う
に
な
り
ま
す
が
、
叩
年
程
前
、

ω代
に
な
っ

た
の
を
機
に
、
若
返
り
の
秘
訣
に
な
れ
ば
と
思

い
入
部
し
ま
し
た
。

③
現
在
、
メ
ン
バ

ー
は
お
人
、
毎
週
日
曜
日
の

夕
方
、
時
に
は
ナ
イ
タ
ー
を
使
っ
た
り
し
て
快

い
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
足
や
腰
が
痛
く
て
も
、

ス
ポ
ー
ツ
を
す
れ
ば
治
る
し
、
的
代
の
メ
ン

バ
ー
と
一
緒
に
練
習
を
し
て
い
る
お
か
げ
で
、

動
き
が
い
い
と
言
わ
れ
ま
す
。

大
会
と
し
て
は
、
春

・
秋
の
大
会
そ
し
て
、

県
民
体
育
大
会
な
ど
が
あ
り
、
過
去
、
春
の
県

大
会
そ
し
て
体
育
祭
で
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
た
事

が
あ
り
ま
す
。

何
よ
り
も
嬉
し
い
事
は
、
私
た
ち
の
メ
ン

バ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
い
ろ
ん
な
チ
l
ム
の
人
た

ち
と
の
融
和
が
図
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
同
じ
趣

味
を
も
っ
仲
間
が
増
え
る
と
い
う
事
は
、
本
当

に
い
い
も
の
で
す
。

④
市
内
に
は
、

9
チ
!
ム
程
が
試
合
に
参
加
し

て
い
ま
す
が
、
も
っ
と
も
っ
と
チ
!
ム
数
が
増

え
、
技
を
競
い
合
っ
て
今
以
上
に
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
で
き
た
ら
と
思
う
し
、
最
近
遠
ざ
か
っ
て
い

る
県
大
会
優
勝
も
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

①
所
属
な
し

(
自
然
農
法
)

②
有
機
栽
培
に
よ
る
農
作
物
や
無
添
加
の
も
の

な
ど
、
自
然
食
品
に
つ
い
て
は
以
前
か
ら
興
味

を
も
っ
て
い
た
。

2
年
前
、
父
が
病
気
に
な
っ

た
た
め
、
何
と
か
治
し
て
や
れ
な
い
か
、
と
思
っ

た
の
が
き
っ
か
け
に
も
な
り
、
そ
れ
か
ら
教
師

を
辞
め
本
格
的
に
始
め
ま
し
た
。

③
農
薬
が
体
に
入
る
と
、
体
内
に
蓄
積
さ
れ
る

と
聞
き
ま
す
。

私
は
、
環
境
問
題
な
ど
を
考
え
る
と
、
こ
れ

か
ら
は
自
然
循
環
型
農
業
が
ふ
さ
わ
し
い
の
で

ち
か
え
U

し
家
族

私
の
家
ぞ
く
は

8
人
で
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
、
そ
し
て
、
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
い
ま
す
。
き
ょ
う
だ
い
は
3

人
で
弟
と
妹
が
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
は
き
び

し
い
け
ど
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
た
ち

は
と
て
も
や
さ
し
い
で
す
。

私
の
家
は
、
お
屈
を
し
て
い
る

の
で
、
お
屈
の
手
伝
い
や
お
風
呂
、

食
事
の
あ
と
片
づ
け
な
ど
役
割
を

決
め
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
ち
、
み
ん
な
元
気
で

仲
よ
く
く
ら
し
た
い
で
す
。

(
真
希
子
)

山口さん一家(片町〉

ち
ゃ
ん

(5)

さ
ん
(
印
)

子
さ
ん
(
引
)

子
ち
ゃ
ん
(
吃
)

一
く
ん
(
川
)

隆
さ
ん
(
侃
)

広報おおむら平成 2年 6月号

視聴覚ライブラリ-

4‘ zr 市民映

6月9日出午後2時~午後3時30分
西大村コミセン 入場無料 こんなグループ知ってる?

qbbbqコアゥ.t'~~tス
くフィル心名〉

やまあらしがやってきた(アニメーション10分〉
泣いた赤おに(アニメーション30分〉

あそびたいなあ(健全育成18分)
下
村
初
幸
さ
ん

(ぬ
歳
・
竹
松
本
町
)
自
営
業

ρ
つ
も
っ
こ

①
大
村
藩
太
鼓
「
五
木
瓜
」

②
商
工
会
議
所
青
年
部
で
、
大
村
の
観
光
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
、
ど
う
役
立
て
る
か
検
討
し
て

き
た
。
そ
の
中
で
、
歴
史
を
見
つ
め
て
い
く
事

が
大
事
だ
と
い
う
事
に
な
っ
た
。

は
と
思
い
、
ワ
ラ
や
ヌ
カ
な
ど
は
農
地
に
還
元

し
、
農
薬
や
化
学
肥
料
な
ど
は
一
切
使
わ
な
い

有
機
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

米

・
野
菜

・
み
か
ん
な
ど
、
ま
だ
始
め
た
ば

か
り
で
失
敗
ば
か
り
だ
し
収
穫
も
少
な
く
、
苦

労
も
多
い
。
虫
に
強
い
品
種
の
作
物
を
て
が
け

る
な
ど
、
今
後
の
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
み
か
ん
畑
を
利
用
し
て
2
0
0
羽
程

の
鶏
を
飼
育
し
て
い
ま
す
が
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

や
ヌ
カ
、
魚
粉
、
オ
カ
ラ
な
ど
を
の
こ
く
ず
発

酵
さ
せ
た
も
の
や
野
菜
、
小
麦
な
ど
自
然
の
も

人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
、
心
身
共
に

自
ら
の
力
で
ベ
ス
ト
の
状
態
に
育
て
あ
げ
る
こ

と
を
希
望
と
す
る
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
ダ
ン
ス
ク
ラ

幸
い
、
大
村
は
外
に
例
を
み
な
い

1
千
年
の

長
い
歴
史
を
誇
っ
て
お
り
、
長
崎
の
歴
史
は
大

村
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
と
思
う
。

「
五
木
瓜
」
は
、
そ
の
大
村
藩
の
家
紋
で
す
。

私
た
ち
は
、
大
村
藩
1
千
年
の
歴
史
を
見
直

し
、
体
力
と
気
力
を
必
要
と
す
る
太
鼓
に
よ
っ

て
活
力
を
見
出
し
て
い
こ
う
と
、
昭
和
白
年
秋

「
大
村
藩
太
鼓

・
五
木
瓜
」
を
結
成
し
ま
し
た
。

③
現
在
会
員
は

miω
歳
代
ま
で
日
人
、
週
2

回
ボ

1
ト
場
の
駐
車
場
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

青
年
部
O
B
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
あ
り
、
昨

年
は
九
州
屈
指
の
大
桶
胴
太
鼓
(
直
径
M
m
、

長
さ

υm)
が
入
り
ま
し
た
。
た
だ
、
仕
事
の

関
係
で
夜
し
か
練
習
で
き
な
い
。
極
力
音
が
で

な
い
よ
う
に
、
毛
布
な
ど
を
か
ぶ
せ
た
り
し
て

た
た
い
て
い
る
が
、
近
所
の
人
に
迷
惑
を
か
け

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
そ
の
事
が
非
常
に

心
苦
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

④
大
村
に
は
、
音
の
文
化
を
育
て
る
環
境
が
無

い
、
心
置
き
な
く
練
習
で
き
る
施
設
を
設
け
て

ほ
し
い
。

ま
た
、
特
に
子
供
た
ち
に
、
大
村
の
歴
史
の

偉
大
さ
を
分
か
っ
て
欲
し
い
と
同
時
に
大
事
に

し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

-8-

の
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
卵
の
中
に
含

ま
れ
て
い
る
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
低
く
な
っ

て
い
ま
す
。

④
今
挑
戦
し
た
い
の
は
、
農
地
を
耕
さ
な
い
方

法
(
不
耕
起
)
に
よ
る
米
の
生
産
、
れ
ん
げ
や

ク
ロ

ー
バ
ー
に
よ
る
雑
草
対
策
で
す
。

今
後
、
こ
う
い
っ
た
自
然
の
農
法
の
研
究
を

重
ね
、
将
来
は
、
子
供
た
ち
に
体
験
し
て
ほ
し

い
し
、
そ
の
た
め
の
宿
泊
施
設
を
作
れ
た
ら
な
、

と
思
っ
て
い
ま
す
。

ブ
の
各
教
室
に
励
み
な
が
ら
、
も
っ
と
ダ
ン
ス

を
踊
り
た
い
と
い
う
仲
間
が
集
ま
り
、
今
年
4

月
「
コ
ア
」
グ
ル
ー
プ
を
発
足
し
ま
し
た
。

講
師
の
山
本
す
え
み
先
生
を
中
心
に
、
現
在

ロ
人
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
発
表
会
を
控
え
、
時
に
は
先
生

の
大
き
な
声
が
飛
び
交
う
中
、
私
た
ち
は
夜
の

窓
に
レ
オ
タ
ー
ド
姿
を
映
し
、
今
日
よ
り
明
日

素
敵
に
な
ろ
う
と
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
い
ま
す
。

や
が
て
、
み
ん
な
の
力
が
一
つ
に
重
な
り
合

う
時
、
充
実
し
た
大
き
な
幸
せ
を
感
じ
、
ま
た
、

そ
れ
を
良
き
理
解
と
協
力
者
で
あ
る
家
族
に
伝

え
る
こ
と
が
出
来
た
時
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
コ
ア
を

と
う
し
て
潤
い
の
あ
る
生
活
を
送
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

あ
な
た
も
、
今
日
よ
り
明
日
、
素
敵
に
な
り

ま
せ
ん
か
。

練
習
日

毎
週
土
曜
日
、
午
後
8
時
1
m
時

場

所

市
コ
ミ
セ
ン

講

師

山
本
す
え
み
先
生

連
絡
先

牧
島
(
包
③
2
0
8
4
)

=舞台劇=

その名もマサリ
よなぐにのj苗

|劇団道化公演|
自由で誇り高いのら猫マサリーの知恵と勇

気。島人の生き抜く力と希望を、躍動的で明

るいうたとおどりでつづります。

6月26日(火)午後6時30分---8時15分
大村市民会館
問い合わせ 大村子ども劇場 (fi@7063)

9-

、-

大村子ども劇場



自

本
脳
炎
予

接
種

該
当
す
る
人

3
歳
f
)

日
歳

0
初
め
て
受
け
る
人
・・
・1
週
間
か
ら
2
週

間
の
間
隔
で
2
回
接
種
し
、
翌
年
1
回
接

種
(
基
礎
免
疫
)
を
行
い
ま
す
。

。
追
加
免
疫
の
人
・・
・
毎
年
1
回
行
い
ま
す
。

受
け
ら
れ
な
い
人

O
熱
が
あ
る
人
や
栄

養
障
害
の
あ
る
人

0
心
臓
血
管
系
疾
患
、
腎
臓
、
肝
臓
疾
患

の
人
0
1
年
以
内
に
け
い
れ
ん
(
ひ
き
つ
け
)

を
お
こ
し
た
人

麻しん(はレか〉の

予防接種実施中

O

ア
レ
ル
ギ
ー
を
呈
す
る
恐
れ
が
あ
る
人

O
そ
の
ほ
か
予
防
接
種
を
行
う
こ
と
が
不

適
当
な
状
態
に
あ
る
人

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

※
当
日
は
体
温
を
計
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

※
幼
稚
園
、
小
・
中
学
生
は
各
学
校
で
接

種
予
定
で
す
。

※
長
崎
県
は
、
こ
こ
1
j
2
年
流
行
し
て

い
ま
す
の
で
、
追
加
を
受
け
て
な
い
人

は
、
な
る
べ
く
基
礎
免
疫
か
ら
や
り
な

お
し
を
し
ま
し
ょ
う
。

7、

該当する幼児 生後18か月 ~72か月
までの麻しんにかかったことのない

幼児または、麻しん予防接種を受け

たことのない幼児

料金 無料

接種期限 6月30日(土)

ただし、小児科医院においては、

8月を除く期間実施します。

接種方法 個人接種ですので、直接

指定された医院で受けてくださしh

※母子健康手帳をご持参ください。

問い合わせ 環境衛生課保健衛生係

※接種医院など詳しくは、 5月号の

広幸良おおむらをご覧ください。

日本脳炎予防接種目程表

実施場所 1回目 2 回目

市 役 所
6月19日(火) 6月26日(火)

菅瀬出張所

西大村コミセン

二浦出張所 6月20日(水) 6月27日体)

鈴田出張所

竹松出張所
6月21日(木) 6月28日(木)

福重出張所

中地区公民館
6月22日陰) 6月29日樹

松原出張所

-
般
⑫
人
も

予
防
接
種
を

日
本
脳
炎
は
、

7
月
か
ら
9
月
に
か
け

て
患
者
が
発
生
し
ま
す
。

ま
た
、
適
切
な
治
療
を
受
け
て
も
発
病

者
の

1
/
3
は
死
亡
、

1
/

3
は
知
能
障

心
身
障
害
者

(
児
)
の

歯
科
巡
回
診
療

在
宅
の
重
度
心
身
障
害
者
側
の
人
で
、

歯
科
医
療
施
設
に
お

い
て
治
療
困
難
な
人

を
対
象
に
、
歯
科
巡
回
診
療
を
行
い
ま
す
。

日
時

7
月

1
9月
の
毎
週
金
曜
日

午
前
日
時
叩
分
1
午
後
3
時
初
分

場
所

大
村
保
健
所

料
金

健
康
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
ま
す
。

時間 : 午後 2 時~3 時

害
、
性
格
変
化
、
運
動
障
害
な
ど
の
後
遺

症
を
残
し
、
治
癒
す
る
人
は

1
/
3
と
い

わ
れ
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

予
防
接
種

3
歳
か
ら
日
歳
の
人
に
つ
い

て
は
法
で
義
務
接
種
と
な
っ
て
お
り
、
市

で
接
種
し
ま
す
が
、
こ
れ
以
外
の
人
は
任

意
接
種
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
下
記
病

因
院
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間

6
月
1
日
働

1
7月
紅
白
川
W

日
本
脳
炎
の
大
敵
「
蚊
」
の

発
生
防
立
に
努
め
よ
う

ま
ず
自
分
の
家
の
周
り
か
ら
始
め
、
町

内
一
斉
駆
除
で
効
果
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

蚊
が
発
生
し
な
い
環
境
づ
く
り

-
溝
、
排
水
路
、
水
溜
り
、
墓
地
の
花
立

て
な
ど
は
常
に
き
れ
い
に
。

-
雑
草
や
や
ぶ
は
刈
り
取
り
ま
し
ょ
う
。

殺
虫
剤
を
有
効
に
使
い
ま
し
ょ
う

市
で
は
、
町
内
単
位
で
購
入
さ
れ
る
場

合
は
一
部
助
成
を
し
、
ま
た
、
煙
霧
消
毒

申
込
締
切

6
月
初
日
伯
ま
で

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
福
祉
課

福
祉
係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

機
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
環
境
衛
生
課
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

← 10-

日
本
脳
炎
予
防
接
種
実
施
医
療
機
関

(
別
音
順
)

上
田
医
院
、
川
本
内
科
医
院
、
近
藤
医
院
、

佐
藤
外
科
医
院
、
貞
松
整
形
外
科
病
院
、

津
田
胃
腸
科
内
科
医
院
、
田
川
小
児
医
院
、

寺
井
医
院
、
出
口
小
児
科
医
院
、
と
も
な

が
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
中
津
病
院
、
中
村

医
院
、
長
崎
医
院
、
野
口
内
科
こ
ど
も
医

院
、
原
医
院
、
福
田
産
婦
人
科
医
院
、
牧

山
医
院
、
桝
本
産
婦
人
科
内
科
医
院
、
松
井

医
院
、
南
野
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
南
野
内
科
消

化
器
科
医
院
、
与
那
城
医
院
、
渡
辺
医
院

子
育

τゥ
τ

難
し
い
v
T苛
ね
ノ

育
児
の
問
題
な
ど
、
乳
幼
児
の
健
全
な

発
育
の
た
め
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

電
話
で
も
結
構
で
す
。

相
談
内
容

育
児
一
般

相
談
日
時

月
曜
日
(
)
土
曜
日
(
祝
祭
日

除
く
)
、
午
前
8
時

1
午
後
7
時

場
所

諏
訪
保
育
園
内
(
宮
⑬
4
0
7
0
)



HIde-2VAdv引っ

高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
よ
り

水道は、私たちの健康で文化的な

日常生活を支える最ち重要な施設で

あり、地域社会の発展に重要な役割

を果しています。

暮らしを守ります
水道週間6月1日r-J7日

求
職
の
皆
さ
ん
へ

求
人

• 

健康テレホンサービス

"""、~車》イ冷~

-
専
用
電
話

⑮

7
8
9
2
を
新
設
し
ま
し
た
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
グ

等、占~シ年取YOなYO糸y>なb有正

0958・26・5511

月 手足の震え パーキンソン病

火 碍}層雪(床ずれ)

水 うつぶせ寝育児

木 水泳と耳鼻科の病気

金 1歯料治療とレントゲン

土・日 望まぬ妊娠をしだら

求
職
中
の
皆
さ
ん
へ

高
齢
者
の
皆
さ
ん

が
、
老
後
の
生
活
を
明
る
く

・
楽
し
く
・

健
康
に
過
ご
さ
れ
る
よ
う
年
齢
に
あ
っ
た

仕
事
の
紹
介
、
あ
っ
旋
を
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
人
は
ご
来
所
の
う
え
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

求
人
中
の
皆
さ
ん
へ

現
在
多
く
の
健
康

な
高
齢
者
が
働
く
職
場
を
さ
が
し
て

い

ま
す
。
高
齢
者
に
適
す
る
仕
事
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
臨
時
、

。ハ
l
ト
に
か
か
わ
ら
ず

お
気
軽
に
お
申
し
つ
け
く
だ
さ
い
。

仕
事
の
内
容

軽
作
業
、
草
と
り
、
掃
除
、

洗
濯
、
付
添
い
、
子
守
、

一
般
事
務
、
留

守
番
、
倉
庫
番
、
宿
直
、
夜
警
、
集
金
、

自
動
車
運
転
、
駐
車
場
管
理
な
ど

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
無
料

職
業
紹
介
所
(
社
会
福
祉
協
議
会
内
〈
直

通〉

宮
⑬
7
8
9
2
、
〈
代
表
〉

包
⑬
1
3

5
1
)
 

近
年
、
生
活
様
式
が
多
様
化
す
る
に
従

っ
て
水
需
要
が
増
大
し
、
こ
れ
に
対
応
す

る
た
め
、
大
村
市
で
も
第
9
回
拡
張
工
事

な
ど
を
行
い
、
施
設
の
整
備
に
努
力
し
て

い
ま
す
。

全
国
水
道
週
間
を
機
に
、
水
道
に
つ
い

て
の
理
解
と
関
心
を
高
め
、
無
駄
な
く
大

事
に
使
う
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
浄
水
場
施
設
見
学
ご
希
望
の
人

は
、
水
道
部
管
理
係
(
骨8
1
1
1
3
)

ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

テ

マ

氏 名 干支 区 イ主 所 電 言百

本オ木ミ二 忠義三 j甫 日泊町 ⑭o 3 1 3 
一瀬 一春 |鈴 田 岩松町 ⑪ 2 0 4 8 

中島 泰 二 九助3丘・東対寸 木場2丁目 ⑭ 2 7 3 8 

白浜 千寿子 旭が丘 赤佐古町 ⑫ 4 7 5 8 

加瀬川哲 文 大 村 久原 1丁目 ⑪ 577 1 

田 中 芳 幸 JJ JJ ⑫ 625 5 

朝 長 疋r"ー， 城 水主町2丁目 ⑮ 046 7 

飛口 庫 中 央 杭出津2丁目 ⑬ 149 7 

波戸秋 子 JJ 植松 2丁目 ⑬ 6 0 5 3 

一瀬明則 西大村 諏訪3丁目 ⑬ 3 9 5 7 

森上吉郎 | JJ 諏訪2丁目 ⑮4640 

川 村勝信放虎原 古賀島町 ⑬ 6 2 7 5 

吉田州男 | JJ 協和町 ⑬ 1 1 2 0 

田添一也 宣瀬 ・黒木 荒瀬町 ⑮ 3 647 

牛嶋知孝 竹 松 鬼橋町 ⑮ 775 1 

円IJ 田征一郎 JJ 万 ⑮ 8 3 3 0 

津山武久 富の原 富の原 2丁目 ⑮ 1 434 

林 孝允 福 重 沖田町 ⑮o 5 4 3 
仙波 ミツ子 松 原 松原 1丁目 ⑮ 7 4 7 5 

福嶋健吉 JJ JJ ⑮ 7 3 0 9 

今回は、 3月にかかった医療費を 6月上旬にお知

らせします。

これは、皆さんの健康の大切さについての関心

を高めるとともに、健康に対する認識を深めていた

だくものです。このこと

スポーツ行事の企画、運営の外、次のようなこと

についてのご相談に応じています。

・スポーツ実技の指導・スポーツ活動のための組織

の育成 ・地域、公民館、スポーツ団体、その外の

スポーツ行事への協力 ・スポーツに対しての理解

を深める ・スポーツ振興のための指導助言・レクリ

エーション活動の指導

体育指

健康づくりに役立ててグ

体育指導委員ヘ

医療費をお知らせします

〔歩くのは手軽にできる運動法〕

ロ員委

保険年金課保険係

導

を通じて健康管理の必要

性をより一層自覚し、家

庭や地域での健康づくり

に役立ててください。

現代社会の中での健康

づくりは、自分の生活自

体を社会的環境にどう

マッチさせるかにかかっ

ています。 自分の体にあ

った健康法をみつけまし

ょう 。

広報おおむら平成 2年 6月号

スポーツなど
の相談は

|国民健康保険

問い合わせ
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博まであと2締「旅J
8月3日→11月4日

ニマイカー自粛・公共交通機関の利用を=

長崎

，.、叫
ザむずか

長
崎
「
旅
」
博
覧
会
は
、
松
が
枝
会
場
、

グ
ラ
バ

1
園
会
場
、
孔
子
廟
(
び
ょ
う
)

会
場
が
メ
イ
ン
と
な
り
、
さ
ら
に
、
長
崎

市
内
各
所
に
特
徴
あ
る
ゾ
ー
ン
が
設
け
ら

れ
、
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
博
覧
会
と
な
っ

て
い
ま
す
。

一
方
、
駐
車
場
、
シ
ャ
ト
ル
ボ

l
ト
や

シ
ャ
ト
ル
パ
ス
で
の
会
場
へ
の
輸
送
、
道

路
整
備
な
ど
交
通
対
策
は
進
め
ら
れ
て
い

る
も
の
の
、
期
間
中
は
か
な
り
の
マ
イ

カ
ー
や
団
体
パ
ス
な
ど
で
交
通
渋
滞
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
旅
博
協
会
で
は
、
マ
イ
カ
ー

利
用
自
粛
お
よ
び
公
共
交
通
機
関
の
利
用

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
旅
博
会
場
、
駐
車
場
な
ど
に
つ

い
て
は
右
下
配
置
図
の
と
お
り
で
す
。

下方長J rj毎と心と2001J

前売 券

270 

440 

1 3 0 

410 

第 2期

旅博会場・専用駐車場配置図

前売券発売中

当日券

並温 | 団 体
区分 ¥¥J 日 姐 |一 般 [学槙行事

大人12， 58012， 270

高椋生11， 65011， 440

41 中学生11， 34011， 130 

却児(3歳以よ)1 5201 41 0 

※第 2期前売期限 8月 2日休)

入場券は¥主会場及び市内会場〈育料イ

ベントを除く〉 各協賛館すべてに入場で

きます(消費税含む〉。

※前売券は市役所まちづくり推進室で販売

していますD

種目り

820 

670 
260 

旅博専用駐車場

!国鉄清算事業団用地(マイカー) .6時濯郊外駐車場 (マイカー)

乙三菱機工跡地 (マイカー) t矢上郊外駐車場 (マイカー)

3)長崎ハス茂里町工場(マイカー a;長崎魚市用地 (団体ハス)
4長崎商業高校跡地 (マイカー) ④市営松が枝駐車場

5護国神社グランド (マイカー ンヤトルパス専用)

方

3
ト
パ
イ
am

盗

あなだのバイクガ

狙われています。

ハンドルロックは

l必ずかけてください!!

最近、市内で、バイクの盗難

が多発しています。昨年は、

前年の 3倍近くにもなる133

台が盗まれており 、その多く

は深夜に狙われています。

~12~ 

に
ご
用
心
M
M
N

ど/¥?
/ン?
j工ドj

@I暴少 で動をおハこしの
|走年ノてきか始けンとてまキ
|行にイまな動ばドがエま!

乙五、 |為よクせいし、ルでン押を
l.，. 1; Iゃるのんのてたロきジしは
劃 大犯盗 でもとツまンてず
1;きき行難 走ノ¥えクすをいし
|な での るン エ を。始つて

-喧園~ I 事あ大 こドンカかh し動たお
a量轟F更~ I 故り 半 とルジけか L りく
... 塑~ I に は はカが宝ンてして、だ

i正~II豆tl l 刀|い-----，つで

|ハiオ一卜いパて川イ盗難被害台数 1 ~プと主 t同宅
a掴-恥 II I v斗 l且
二~ II 忠 つつ I Iく結そ

り つ
な
が
り
ま
す
。

自
分
の
バ
イ
ク
は
し
っ
か
り
管
理
し
て
、

犯
罪
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

(
1
1
4
月
)

平
成
2
年

平
成
元
年

昭
和
田
年

昭
和
白
年

昭
和
白
年

昭
和
印
年

日
・
宵
ま
つ
り

8
月
2
5
3
日
・
本
ま
つ
り



無
職
の
場
合
は
、
単
に
「
無
職
」
と
書

い
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
が
、
以
前

に
職
業
に
就
い
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
は
、

な
る
べ
く
元
の
職
業
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
主
婦
の
場
合
は
、
単
に
「
主
婦
」

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

と
書
い
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

①
自
作
の
歌
で

1
人
1
首
、
未
発
表
の
も

注
意
事
項

次
の
場
合
に
は
、
詠
進
歌
は

の

に

限

り

ま

す

。

失

格

と

な

り

ま

す

。

②
用
紙
は
、
半
紙
(
和
紙
)
と
し
、
毛
筆
①
1
人
で
2
首
以
上
詠
進
し
た
場
合
②
詠

で
自
書
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
海
外
進
歌
が
既
に
発
表
さ
れ
た
歌
と
同
一
ま
た

か
ら
の
詠
進
は
、
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
は
著
し
く
類
似
し
た
歌
で
あ
る
場
合
③
詠

せ

ん

。

進

歌

を

歌

会

始

の

行

わ

れ

る

日

以

前

に

、

③
病
気
ま
た
は
身
体
障
害
の
た
め
自
書
す
新
聞
、
雑
誌
そ
の
他
の
出
版
物
、
年
賀
状

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
代
筆
で
も
な
ど
に
よ
り
発
表
し
た
場
合
④
同
筆
と
認

差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
が
、
別
の
紙
に
代
め
ら
れ
る
す
べ
て
の
詠
進
歌
(
詠
進
要
領

筆
の
理
由
、
代
筆
者
の
住
所
・
氏
名
を
書
③
の
代
筆
は
除
く
)
⑤
そ
の
外
こ
の
一
一
誌
進

い
て
詠
進
歌
に
添
え
て
く
だ
さ
い
。

要
領
に
よ
ら
な
い
場
合

な
お
、
視
覚
障
害
の
人
は
、
点
字
で
も

詠
進
の
期
限

9
月
刊
日
間
(
当
日
消
印

差

し

支

え

あ

り

ま

せ

ん

。

有

効

)

④
書
式
は
、
半
紙
を
横
長
(
横
約
お

m
、

あ
て
先

「
=l
m
東
京
都
千
代
田
区
千
代

縦
約

μ
叩
)
に
用
い
、
右
半
分
に
お
題
と
田
1
番
1
号
宮
内
庁
」
と
し
、
封
筒
に

歌
、
左
半
分
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

(
本
名
、
ふ
り
が
な
っ
き
)
、
生
年
月
日
及

問
い
合
わ
せ

宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
、

び
職
業
(
な
る
べ
く
具
体
的
に
)
を
縦
書
返
信
用
切
手
を
は
っ
た
封
筒
を
添
え
て
、

き
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

8
月
況
日
幽
ま
で
に
。

平
成
3
年
教
会
始

お
題
は

「
森
」

さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
夫
会
成
績

岡
本
村
沙
織
(
時
津
小
)

小
学
5
年
・

倒
永
野
陽
介
(
旭
が

E
小)、

同
中
嶋
未
来
(
三
城
小
)

F

小
学
6
年
・
開
北
野
祐
三
(
時
津
小
)
、

同士
口
本
亜
悠
美
(
鈴
田
小
)

中
学
男
子
・
・
荒
川
雅
明
(
郡
中
)

中
学
以
上
全
女
子
。
吉
、
水
多
恵

(
島
原
三

よ

中
2
)

高
校

一
般
男
子
:
野
口
康
之
(
九
州
電
通
)

健
康
マ
ラ
ソ
ン
岡
野
崎
賢
市
(
諌
早
市

役
所
)
、
同
木
場
美
穂
子
(
久
原
2
丁
目
)

広報おおむら平成 2年 6月号

(
1位
の
み

・
敬
称
略
)

小
学
1
年

岡
高
木
康
介
(
福
重
小
)
、

岡
村
田
亜
利
沙

(
西
大
村
小
)

小
学
2
年
・
倒
水
本
憲
五
口
(
鈴
田
小
)
、

岡
林
明
祐
美
(
竹
松
小
)

小
学
3
年
同
長
岡
慎
一
郎
(
松
原
小
)
、

阿
川
口
純
子
(
放
虎
原
小
)

小
学
4
年
開
平
山
守
(
時
津
東
小
)
、

休
日

1人から2人ヘ、そして...

自の親のための学級(妊婦教室)

新
婚
さ
ん
、

妊
婦
さ
ん
、
こ
れ

か
ら
結
婚
さ
れ
る
皆
さ
ん
を
対
象

に
し
た
内
容
で
す
。

こ
れ
か
ら
お
父
さ
ん
に
な
る
人

の
参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。

期
間

6
月
6
日
制
(
)

7

月
ロ
日

岡
、
計
7
回

場
所

十巾
コ
ミ
セ
ン

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ

で
中
央
公
民
館
へ

(
幸
町
お
お

市
コ
ミ
セ
ン
内
包
⑭
3
1
6
1
)

募
集
人
員

30 
人

受
講
料

生涯

末斗

#王
催催

中
央
公
民
館

環
境
衛
生
課

-屋内プール個人使用料

区 分
除額(l人、 1日、1回につき)

只7月同カ支〉アら、 その外の月

大人または両校生 350円 500円

雇用保険の被保険者 300円 400円

小・中学生 200円 250円

-屋内プール個人回数利用券の使用料

区 分
回数利用券(6枚綴)

氏7月同カ支〉マらも その外の月

大人または高校生 1，750円 2，500円

雇用保険の被保険者 1，500円 2，000円

小 ・中学生 1，000円 1，250円

-屋内プールの使用時間

期 間 時 間

6月月 1 日-----6月月30日日 まで 午後 1時から午後9時まで9 J=j 1日-----9 }=j 30 まで

7月 1日-----8月31日まで 午前10時から午後9時まで

その外の月 午後 l時から午後8時まで

※小・中学生のみの使用は午後5時まで
定休日 '毎週月曜日

l回 月 日 時間 内 容 講 師

1 I 6月6日i13 • 00 0はじめて母親健となる心得 社会教育主事
(水 0妊娠中の保 保健婦
16 • 00 0映画生命の創造J

2 6月13日 13 • 00 0妊娠中の栄養のとり方 保健婦 l

(水) io貧血食の実習 栄養士
16 • 00 

3 6月20日 13 • 00 0妊娠と歯の健康 歯科医
(水) 0歯のブラッシング指導 歯科衛生士
16 • 00 

41 6月27日 13 • 00 
00育赤実児ち習用ゃん品のそろえ方さ

保健婦
水) の入浴のせ方
16 • 00 

0映画 「すばらしい母乳」

学識経健験者1
0乳房の手当

5 6月29日 18 • 30 0子育て、親の役割
(金)

00入フ浴イ生~ノの命おレムさ的父せフ創さ方ォ造んーのjの実ラた習ムめに~J
保婦

20 • 30 

6 7月3日 13 • 00 0安産のために(補助動作 保健婦|
(火) 妊婦体操の実習)
16 • 00 : 0産後の保健

7 7月12日 13 • 00 。女性の生き方 学識経健験者
(木)

。D絵家本(庭家のの族読幸計みせ画聞の)かたせめにについて | 
保婦

16 • 00 

-13-



お
し
ら
せ

県
職
員
採
用
試
験

。
警
察
事
務

(
大
卒
程
度
)

資
格

昭
和
お
年
4
月
2
日

i
u

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

。
婦
人
補
導
員

(
大
卒
程
度
)

資
格

昭
和
初
年
4
月
2
日
1
U

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
女
子

。
警
察
官

A
(大
卒
)

資
格

昭
和
お
年
4
月
2
日
1
叫

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
男
子
で
、

4
年
制
大
学
を
卒
業
し
た
人
(
来

年
3
月
卒
業
見
込
み
を
含
む
)

申
込
期
限

6
月
刊
日
∞

問
い
合
わ
せ

大
村
警
察
署
ま
た

は
最
寄
り
の
派
出
所

・
駐
在
所
へ

文
部
省
認
定

編
物
技
能
模
定
試
験

期
日

9
月
日
日
制

場
所

諌
早
技
能
会
館

検
定
料

1
級
8
0
0
0
円、

2

級
5
0
0
0
円
、
3
級
3
0
0
0

円、

4
級
1
0
0
0
円

申
込
期
間

6
月
1
日
幽

1
8月

紅
白
働

受
験
資
格

ど
な
た
で
も
、
何
級

で
も
受
験
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

日
本
編
物
検
定
協

会
長
崎
支
部
役
員

・
新
田

谷
⑧

7
4
6
0
)
 

消
防
設
備
士
試
験

甲
種
、
乙
種

8
月
四
日
側
、

種
別
日
時
場
所
長
崎
市
・
・・
県
立
女
子
短
期
大
学

佐
世
保
市
:
県
立
佐
世
保
工
業
高

校願
書
申
請
期
間

6
月
初
日
附

1
m日
幽
(
願
書
は
消
防
署
に
あ

り
ま
す
)

※
詳
し
く
は
、
大
村
消
防
署
(
宮

⑫
4
1
3
8
)

へ

午
前
9
時

調

理

師

試

験

期
日

7
月
初
日
同

試
験
地

長
崎
市
・
・
・県
立
女
子
短
期
大
学

佐
世
保
市
・
・・
県
立
国
際
経
済
大
学

隠
し
ゅ
勺

新
し
い
生
き
が
い
を
求
め
て

高
齢
者
大
学
受
講
生

期
間

6
月
お
日
同

1
平
成
3
年

2
月
お
日
開
、
毎
月
第
4
木
曜
日

時
間

午
後
1
時
却
分
f

)

3

時
却

分場
所

市
コ
ミ
セ
ン
ほ
か

学
習
内
容
・
身
近
な
法
律

・
世

界
情
勢

・
健
康

・
家
庭
内
の
人
間

関
係

・
郷
土
づ
く
り

・
高
齢
者
の

6
月
4
日
伺

願
書
申
込
期
間

1
8日
樹

※
受
験
願
書
な
ど
は
、
大
村
保
健

所
に
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
保
健
所
(
宮
⑬
2
1
9
3
)

大
村
ギ
タ
ー
合
奏
団

第
四
固

定

期

演

奏

会

日
時

6
月
お
日
∞
、
午
後
6
時

ω分
開
演

(
6時
開
場
)

場
所

市
民
会
館

入
場
料

6
0
0
円

演
奏
曲
目

カ
ル
メ
ン
第
1
組
曲

第
2
組
曲
ほ
か

第
叩
回
大
村
市
合
唱
祭

日
時

6
月

μ
日
側
、

初
分
開
演

午
後
1
時

研
修;

社
会
的
役
割
な
ど
の
学
習
、

旅
行
ほ
か

対
象

ω歳
以
上
の
人

受
講
料

無
料
(
た
だ
し
、
教
材

費
な
ど
は
実
費
)

※
運
営
費
と
し
て
年
間
1
0
0
0

円
を
集
め
ま
す

申
込
期
限

6
月
日
日
幽
必
着

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話

番
号
を
明
記
し
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
コ
ミ
セ
ン
(
幸
町
お
l
お
高
齢

者
大
学
係
)

場
所

市
民
会
館

入
場
料

3
0
0
円

出
場
団
体

西
大
村

・
桜
が
原

・

大
村

・
玖
島
各
中
学
校
、
大
村
高

校
、
大
村
混
声
合
唱
団
、
カ
ト
レ

ア
コ
ー
ラ
ス
、
大
村
グ
リ
ー
ン
コ

ー
ラ
ス
、
大
村
少
年
合
唱
団
、
ガ

ー
ル
ス
カ
ウ
ト
、
中
学
校
O
B
コ

ー
ラ
ス
ほ
か

主
催

市
音
楽
団
体
協
議
会

問
い
合
わ
せ

社
会
教
育
課

校
生
以
下
5
0
0
円

問
い
合
わ
せ

県
文
化
団
体
協
議

会
(
県
教
育
庁
文
化
課
内
包
長
崎

⑫
6
0
4
9
)
 

弓

道

教

室

第
四
回
長
崎
県

新
人
発
表
演
奏
会

入 ル 場 30日
場所 分 時
料 開
長演 6
崎月
市 14
民日
会(木)
館
文
化
ホ

午
後
6
時

一
般
1
0
0
0
円
、
高

職
業
指
導
員
募
集

資
格

別
歳
(
)
μ

歳
で
、
高
卒
以

上
の
男
子

募
集
期
間

6
月
1
日
働

1
日
日

働勤
務
先
及
び
募
集
人
員

鈴
田
の
里
学
園
(
大
村
)
、
き
ぼ
う

の
里
(
諌
早
)
各
1
人

給
与

公
務
員
に
準
じ
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

鈴
田
の
里
学
園
(
大
里
町
宮
⑬
0

0
5
4
)
 

期
間

6
月
日
日
1
8月
n日

毎
週
火
、
金
曜
日
、
計
初
回

時
間

午
後
7
時

1
9時
(
午

前
9
時
叩
分
1
1
時
叩
分
も
有
)

場
所

市
営
弓
道
場

対
象
・
定
員

一
般
男
女
別
人

市首住宅入居者募集

1
0
0
0
円
(
資
料

参
加
費

代
)
※
外
に
傷
害
保
険
加
入
金
6
0
0

円
が
必
要
で
す
。

申
込
期
限

6
月
口
日
制

申
し
込
み

直
接
市
営
弓
道
場
へ

問
い
合
わ
せ

市
弓
道
協
会
(
包

⑪
5
1
2
8
)
 

花
ま
つ
り
市
民
弓
道
大
会

-14 

日
時

6
月
9
日
出
、
午
後
2
時

場
所

市
営
弓
道
場

対
象

高
校
生
以
上
の
男
女

参
加
料

無
料
(
傷
害
保
険
加
入

金
が
必
要
で
す
)

申
込
期
限

6
月
8
日
働

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
弓
道
協
会
(
宮
@
5
1
2
8
)

種別 住宅名 戸数 間取 り 家賃(月額・円)

一 城 2 3DK 25，200 
1 
久 原 11 2K~3K 7 ， 300~10 ， 200 

竹 松 2 2K~3DK 7，600----12，000 
種
久原第二 3DK 23，800 

↑ケ 松 1 2K 6.400 

2 常 盤 1 3DK 13，500 

福 重 l 3DK 20.500 

種 久原第二 3DK 15，400 

池 田 l 3K 8.400 

受け付け 6月 4日伺)----9日(土)

申し込み・問い合わせ 建築課住宅係

※収入などに制限があります。



広報おおむら平成 2年 6月号

日
本
育
英
会

高
等
学
校
奨
学
生

高
等
学
校
奨
学
生

1
高
校
全
学
年

高
校
予
約
奨
学
生
リ
中
学
3
年
生

奨
学
金
月
額

0
公
立
・・・
1
万
1
0
0
0
円

。
私
立
・
・
・2
万
3
0
0
0
円

※
た
だ
し
、

3
年
生
は
そ
れ
ぞ
れ

1
0
0
0
円
少
な
く
な
り
ま
す
。

返
還
方
法

卒
業
後
、
無
利
息
で

長
期
返
還

申
し
込
み

在
籍
す
る
各
学
校
へ

締
め
切
り

各
学
校
で
随
意
決
め

て
い
ま
す
の
で
確
認
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
日
本
育
英
会
長
崎

県
支
部
(
長
崎
市
江
戸
町

2
1

1
県
庁
内
君
主
崎
⑫
0
6
6
6
)

ご
寄
付

ご
好
意

ま
た
は
、
各
学
校
へ

成
人
大
学
講
座

楽
し
い
パ
ソ
コ
ン

講
座
受
講
生

内

容

初
心
者
向
け
の
コ
ン

ピ
ュ

ー
タ
ー
の
仕
組
や
日
本
語
入

力
、
計
算
等
の
各
機
能
。
更
に
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
の
学
習

期
間

6
月
下
旬
か
ら
日
回
、
週

2
回
(
火
、
金
曜
日
)

時
間

午
後
7
時

1
9時

場
所

大
村
工
業
高
等
学
校

講
師

大
村
工
業
高
校
教
諭

対
象
・
定
員

成
人
初
人
(
抽
選
)

※
最
後
ま
で
受
講
で
き
る
人
、
今

ま
で
受
講
し
て
い
な
い
人

受
講
料

1
0
0
0
円

(
テ
キ
ス

-aり
が
と
う
ご
ざ
い
ν
ま
し
た

。
香
典
返
し

体
育
協
会
振
興
基
金
へ

V
有
本
清
子
(
宮
小
路
3
丁
目
)

日
万
円

社
会
福
祉
基
金
へ

V
福
田
豊
(
竹
松
本
町
)
日
万
円

V
道
上
昇
(
塾
同
1
丁
目
)
叩
万
円

V
一
瀬
忠
義
(
福
重
町
)
5
万
円

社
会
福
祉
協
義
会
へ

V
乗
重
す
ず
子
(
池
田
新
町
)
5

万
円

(
敬
称
略
)

V
田
中
ハ
ツ
エ
(
松
山
町
)
5
万

円V
溝
上
善
造
(
諏
訪
2
丁
目
)
叩

万
円
V
徳
田
二
六

O
一
(
竹
松
本
町
)

5
万
円

V
田
中
温
(
鬼
橋
町
)
5
万
円

V
野
尻
剛
(
武
部
町
)
初
万
円

V
東
よ
ね
子
(
大
川
田
町
)
初
万

円V
横
山
勝
(
原
口
町
)
2
万
円

V
井
上
秀
明
(
平
町
)
5
万
円

ト
代
)

申
込
方
法

電
話
で
社
会
教
育
課

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

6
月
9
日
、
正
午

抽
選
日
・
場
所

6
月
ロ
日
側
、

午
後
6
時
却
分
か
ら
市
コ
ミ
セ
ン

※
代
理
人
の
抽
選
は
認
め
ま
せ
ん
。

婦
人
電
気
教
室
受
講
者

ち
ょ
っ
と
し
た
電
気
の
知
識
が

大
変
役
に
立
ち
ま
す
。
楽
し
み
な

が
ら
電
気
に
強
く
な
り
ま
し
ょ
う
。

内
容

電
気
の

A
B
C
、
発
電
の

い
ろ
い
ろ
、
す
ま
い
の
配
線
、
簡

単
な
修
理
、
見
学
会
な
ど

期
間

8
月

1
平
成
3
年
1
月、

毎
月
第
2
火
曜
日
、
午
後
1
時
却

分

1
3時
初
分

場
所

九
州
電
力
開
大
村
営
業
所

。

一
般
寄
付

大
村
公
園
へ

V
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
村

1

ベ
ン
チ

市
福
祉
課
へ

V
N
T
T
大
村
営
業
所

1
電
話
お

願
い
手
帳

桜
が
原
中
学
校
へ

V
大
村
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
大

村
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

l
吹

奏
楽
器

(1
5
3
万
4
千
円
相
当
)

清
和
国
へ

V
県
経
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会

l
リ
ン
ア
イ
甘
酒

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎

・
末
、
水
辰

定
員

初
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

九
州
電
力
側
大
村
営
業
所

2
1
7
1
)
 

(宮
⑫

小
・
中
学
生

長
拳
教
室
会
員

対
象

小
学
4
年
(
)
中
学
生

内
容

中
国
武
術
長
拳
の
乙
組
前

半
の
型
(
特
長

l
速
い
動
き
と
大

-
田
尻

夫

・
岩
井
勝

・
中
島
松
一

義
彦
)
理
容
奉
仕

泉
の
里
へ

V
永
測
ま
ん
じ
ゅ
う
本
舗
l
ま
ん

じ
ゅ
う

V
満
島
登
美
子
(
宮
小
路
3
丁
目
)

5
万
円

V
中
鉢
徳
男
(
諏
訪
2
丁
目
)
魚

V
川
添
贋
(
松
山
町
)
花

V
川
上
国
喜
(
徳
泉
川
内
町
)
花

V
後
藤
敏
之
(
赤
佐
古
町
)
紙
オ

ム
ツ
V
県
経
済
連
大
村
果
汁
工
場
l
甘

酒V
松
尾
ツ
ヅ
子

万
円

(
大
川
田
町
)
初

き
な
動
作
)

主
催

太
極
拳
愛
好
会

期
間

6
月
9
日
∞
(
)
初
日
出

毎
週
火
・土
曜
日
、
午
後
7
時

1
8

時場
所

市
武
道
館
2
階

参
加
費

8
6
0
円
(
保
険
料
含
)

注
意

小
学
生
は
保
護
者
の
送
迎

を
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
方
法

直
接
練
習
日
に
武
道

館
へ
問
い
合
わ
せ

8
8
)
 

大
浦
(
宮
⑮
2
8

V
松
尾
満
雄
(
木
場
2
丁
目
)
卵
・

ジ
ュ
ー
ス

大
村
子
供
の
家
へ

V
谷
本
康
子
外
7
人
1
2
万
5
千

円
外
V
徳
田
二
六

O
一
(
竹
松
本
町
)

日
万
円

V
間
法
寺

1
米

V
赤
水
清
春
(
本
町
)
1
万
円

鈴
田
の
里
学
園
へ

V
イ
チ
ノ
セ
オ

1
ト
サ
ー
ビ
ス
ー

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ

l
売
上
4
万
4

千
8
百
円

V
M開
富
建
1
流
し
台

慈
盲
ル
荘
へ

V
徳
田
二
六

O
一

(
竹
松
本
町
)

3
B体
操
ク
ラ
ブ
会
員

定
例
日

毎
週
水
曜
日
、
午
前
日

時(、
j

日
時
初
分

場
所

市
コ
ミ
セ
ン

講
師

丸
石
美
奈
子
先
生

会

費

月

額
2
0
0
0
円

連
絡
先

炉
本
(
包
⑬

5
3
4
9
)

※
直
接
お
い
で
に
な
っ
て
も
参
加

で
き
ま
す
。

3
B
体
操
会
員

定
例
日

毎
週
金
曜
日
、
午
前
山

時
f

〕
ロ
時

場
所

市
コ
ミ
セ
ン

講
師

小
池
浩
恵
先
生

会
費

月
額
2
5
0
0
円

連
絡
先

荒
木
(
包
⑬

8
9
0
3
)

5
万
円

V
林
忠
篤

米V
永
淵
ま
ん
じ
ゅ
う
本
舗

1
ま
ん

じ
ゅ
〉
つ

V
し
ゃ
く
な
げ
会
H
H
石
け
ん

・
タ

オ
ル
V
今
村

一
郎
(
池
田
新
町
)
甘
夏

V
飛
鳥
会
館

l
湯
呑

・
フ
ー
ド

ケ

l
ス

V
長
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学

院
l
慰
問

V
国
立
長
崎
中
央
病
院
附
属
看
護

学
校
l
慰
問

V
ニュ

l
モ
ラ
ル

l
慰
問

(
西
大
村
本
町
)
も
ち

-15 



6月の健康カレc，agm

6
月
は
、

市
県
民
税
(
A
l
期
)
の
納
期
で
す
。

1 E3 成人の健康相談 福祉センター ⑧13: 00 -15 : 00 16日 耳とことばの相談 福祉センタ-13:00-15:00 
告白 ⑪40才以上⑪血圧i~IJ定 ・ みそ汁の塩分濃度測定ほか (土)

3日
当番医 当番医
(内)早田内科医院竹松本町 宮② 3530 17日 ( 内 ) 近藤医院東本町 宮~ 1166 (日) ( 産 ) おび産婦人科医院本町 宮~ 1103 (日)

(外・内)牧山医院 宮小路2丁目 E③ 7831 

安産教室 市役所 9:30-11 :00 ⑧9:30まで 19日
4日 ⑮母子健康手帳、ズボン

(火)
乳泊児健康相談 萱j頼出張所⑧9:30-11: 00 

(月) 一般健康相談 市役所 13:00-16:00
⑪血圧測定 ・みそj十の塩分濃度測定ほか 20日 明日の親のための教室(3)

5日 (水) 市コミセン 13・00-16:00

(火)
乳却児健康相談 松原出張所⑧13:30-15: 00 

3歳児健康診査 大村保健所

6日 明日の親のための教室(1) 
⑧9:30-10:0013:00-13:30 

21日 @昭和61年12月生まれ(61年6月-11月生まれ
(水) 市コミセン 13: 00-16: 0。

(木) で、まだ受けていない人も受診してくだき し、)

⑮母子健康手帳、問診票

10日 当番医 定期巡回献血 市役所 9:30-12・00

(日)
(内・呼)おおつか内科医院 西三城町 宮③8080

(眼・泌)計屋眼科医院古町 1丁目 宮⑫6888 オ歳6か月児健康診査22日
乳却児健康相談 竹松出張所 (劃

市コミセン ⑤13 : 00 -13 : 30 

11日 @遅参…15日(針と同じ

(月)
告知:30-11: 00 13: 30-15: 00 

⑪離乳食教室 10:30-15:00 

24日 当番医

12日 乳却児健康相談 市コミセン (日)
(内・呼)ともなカf内科クリニyク 杭出津2丁目 E⑪5000 

⑧9: 30-11: 00 13: 30-15:00 (外・内)佐藤外科医院 杭出津2丁目 fi@3070 
(火) ⑮...11日(月)と同じ

27日 明日の親のための教室(4)
13日 明日の親のための教室(包 (水) 市コミセン 13:00-16:00 

(水) 市コミセン 13 :00-16: 00 

28日
14日 (木)

機能訓練根気の会 福祉センタ- 9: 30-12: 00 

(木)
機能訓練根気の会 大村公園 11 : 00 -14 : 00 

却児教室 市コミセン ⑧9:45-10:00 

4歳6か月児健康診査 29日 ⑪昭和62年12月-63年 l月生まれ

市コミセン ⑧13: 00-13: 30 
陸自

⑮母子健康子帳、問診票、歯ブラシ、タオル、コ ップ

⑪昭和63年11月生まれ(63年6月-10月生まれ 明日の親のための教室(5)

15日 で、まだ受けていない人も受診してください) 市コミセン 18: 30-20: 30 

(翁 ⑮母子健康手帳、問診票、 ハブラシ

成人の健康相談 福祉センター ⑧13:00-15:00i 略号の説明 ⑪…対象 ⑧…受け付け ⑪…内容

⑪40才以上⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか
⑮…持ってくるもの

当番医の診療時間 9:00-18:00 

毎
月

1
回

発

行

発
行
所
/
大
村
市
役
所
宮
間
側
4
1
1
1

t
ノ

編

集

/
秘
書
広
報
課

印
刷
所
/
嗣
康
真
堂

印
刷

人口の動き

5月T日現在

72.349 
(+ 384) 

37，881 
(+ 173) 

34，468 
(+ 211 ) 

言十

男

女

人口

、.ぷヶペプマ1

、ミズ:必
ぶ)ぷ:

口耳石つつ五時果〉ですべて無料で、行つています。
6 お気軽にご相談ください。

月 人権相談 (7日 10: 00"-'15 : 00) 
2 行政相談 (14日 9: 30"-'12 : 00) 
広 法 律相談 (20日 10: 00"-'15 : 00) 
例
相 不動産相談 (22日 13: 00"-'16 : 00) 
談 受通事故相談 (26日 10: 00"-'16 : 00) 
巴 年金相談 (27日 10: 00"-'15 : 00) 
※受け付けは午前8時30分より行っています。 22，381 

(+ 207) 

ー 16-

〉内は前月比

世帯数

6月のA柑iHート (2 ~ 5 日、 10~ 1 4 日、 23~28 日 ・日 本船舶
振興会会長杯)
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